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新産兒生 理 的黄疸 に關す る 知見補遺

新産兒生理的黄疸 に於け る血 清 ビ リ ビ ル ン の 清長 に就 て

　　　　 筒　 井 　　正 　
一
司

名古屋大 學醫學部産婦 人科教室 （主 任　吉川欷授）

淋 戸 市 立 須 磨 病 院

厄
（院 長　中 野 理 博 士）

　　 第 1 章　ア セ トン法による新産鬼血清

　　　　　 ピ リル ビンの 淌長に就て
噛

　　　　　　　第 1節　緒 　　言

　 薪産兒生理 的黄疸の 本態に關 し諸諡紛々 と して

容易に決定 す る に 至 ら ざる も， 今 日 に於 て は概ね

溶血 性黄疸學諡 と 肝機能排泄障碍論 と の封立 の 概

を呈す る に至 れ b． 扨 て 之 等従來 の業績 中血 中ビ

の淌長 に蘭 して 詳細に觀察せ し もの 比較的 少 く，

而 もそ の例數 は概ね 僅少 に して且同一兒 に就 き連

績追 日的檢査 を行 える もの な し。 伝つ て余 は 最近

F ，E ．　 Osgoodl ）の 主張の 如 く蓮續追日的檢査 を

．行い ， 血清 ビ暈 の經 日的淌長 を時聞強度曲線を以

て表 は し， 詳細 に 之 を觀察 し以 て新産兒生理 的黄

疸の 本態 を 究明 せ んと して 本實驗を 計豊實施 せ

り．

　　　　 第 2 節　實驗方法及 び實驗材料

　 實驗方法 は前編 に於 て詳述せ り。 實驗材料 と し

て は ，

　 A ） 母 血と臍帶血 との 關係 に就 きて は 」 昭 和 23

年 7 月始 よ bIO月末迄 に本院に て取扱い た る薪産

兒竝 に 母 體中各 50 例に 就 き實施せ り，

　 B）
 
臍帶血 と娩出直後 の漸蓙兒血 と の 比較 は ，

上 記の期
’LL中各 18 例 に就 き實施せ b。

　 C ） 新産 兒其の 後 の 血 滴ビ の 淌長 に 就 きて は ，

上 記 の 期 鴨 中新産兒 50 例 に 就 き 娩出直後 よ り第

20 日迄 追 日的 に 309 囘 に 互 b實施 せ り，

　　　　　　　 第 3篩 實驗成績 ・

　　　　 第 1項 　母體 ， 臍帶血竝 に薪産

　　　　　　　兒血 と の 關係 に就て

　 A ） 母 體と臍帶血 との 比較

　母體竝 に臍帶血 に於け る 血 清ビ量測定 成績 は ，

母血 の 黄疸係數値 は 2〜6 の 聞に して 總 て 正 常係

數値 を示 し， 臍帶血 は 6〜工5 に して 50 例中 2 例 に

於て 正 常値を示 し， 殘餘は濳在性黄疸係數値を示

せ り．算衛平 均値竝 に
2＞危瞼度 5％ の 母集團雫均

艫の 存在範圍 を見 る に 母 血 は 平均 値4
， 危險度 5〜

3，．臍帶血は干 均値 12
， 危險度 13〜 11 に して ， 臍

帶血 は母血の 3 悟の 係數値 を示 し， 各例 に就 きて

見る に最小 2 倍， 最大 6 倍の係數値を示 せ り． 試

み に爾者の枳 隧表 を示 せ ば第 1 表 の 如 く， 兩者問

に稍 爻正 の 組關 ある もの 〜 如 き傾 向を認 む．

　　 　 　 　 　　 　 第　　 1　 炎
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　B ） 臍帶血 と新産兒血 と の 比 較

　a ）　臍帶」血 と娩出直後の i新産兒血 との比較

　娩出直後 1三於 け る新産兒大血 管血液 と 末稍血 管

血 液申の血清 ビ量 とを比較せ んに ， そ の成績は第

2 表 の 如 し， 爾 者等 値の もの 8 例 ， 僅か に差の ある

もの 10 例に して ， その差はす べ て 係數値 3 に して

3 倍稀釋 の 都含上 標準液 に於 け る 1 の 差異 ある の

み ， 之等 の算術竿 均値及び危險度 5 ％ の 母 集團早

均値 の 存在範圍は 表下部の 如 くに して その差極 め
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π 1 1 3 第

  軈 度甼 圍 難 一 如 く ， as 日 鯲 け

血清糧の 算鮃均fgX び危 險 度 5％
の 母 集 團 準均 値の

在範囲 は表 下部 の 如 鷺譲1 隙 鵡 1 −

　　1演 に之 を時anua 度醐 を以 て 示 せ ば第 壊の

@　　如 し．皀ロ殖
後 ・ 5， 第 ・日35 ・ 第

  °と雛 　　。し騨日擁硝 7 蛇最高 値 を示し・鯉騨

　　　尠 し，

下鰍減少して 第・・日砥 第1 蛔 57 ・ 　　　第 17

50，第 20 日30 を 示 す・ 　　　　共の 2 　肉眼

黄疸度に分
類せ るビ 量時 間強度 　　　曲

線

觀察 　 　　　A ）漸 産兒血

ビ量 の 淌 長 の準 均曲線 に 就 きて 　　　 の 觀
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齟

第　　6　 表

　　

　2 例 に於 け る算術雫均値は ， 直後 9，第 1 日 13．5，

第 彦 日 15 と徐 々 に 上昇 し最高値を示 し， 第 5 日

12．5 と減少 し，以後漸次 徐 々 に減 少 し第 7 日 9．5
，

第19日 6 に して第 7 表の如 き曲線を示 し， 第 7 日

迄 潛在性黄疽係數値 を 示 し 第 9 日に て 正 常値に

復 す．

　 　　 　　 　　 第　　7’　 表

　b）　黄疽 （＋）の 場合

　10 例 に於 け る 甼均時間張度曲線は 第 7表の 如

く・ 直 後 1k 第 1 日 31
， 第 3 日 5備 と可 な り急

激 に 上昇 し最高値を示 し， 第 5 日 48．5 と少 し く下

降 し，
．
以後漸次下 降の 傾 向を示 し ， 第 7 日 44．2

，

第 9 日 4L5
， 第 王1 日　37 ．3を示 す．

　e ）　黄疸（十）の場合

　36 例 に於 け る同 曲線は第 8表 の 如 く， 直後 15，

第 1 日 36・6，第 3 日 73．8 と急激 こ上 昇 し，

・
第 5 日

L

113− 7

第　　s　 表

80 ， 第 7 日 82．5 と最高値を示 し， 爾 後第 9 日 69，

第 11 日 62 と漸次下降の 傾 向を認む．

　 d） 黄 疸（枅）の 場合

　 　 　 　 　 　 　 第　　9　 表

　2 例 に於け る 同曲線は第9 表の如 く， 直後 12
，第

1 日 45
， 第 3 日 135 と非常に急激 に 上昇 し， 第 5

日 150 最高値を示 し， 第 7 日 125 と少 し く下降 し，

以 後漸次 下降 し第 9 日 110
， 第 11 日 105 と可 な b

の高値を示 し乍 らも漸次 下降の傾 向を認む．

　B ） 時 に黄疸全經過 に 互 り觀察 し得た る各例 に

就 て

N 工工
一Eleo 上ronlo 　Library 　Servloe

　　 認「
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表01第

飃
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房
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牛

40

　　
2 °

L ⊥ ＿＿ ．＿

　　肉眼釣黄疸度 に分類 し， 各々 の 雫均曲線に 就 き

　て の 成績 は 前述 の 如 きも， 特 に黄痘全經過 に 互 り

　觀察 し得た る各個例 に就 き 更に詳細に檢討せ んと

　 す．

　　 a ） 黄疸 （十 ）の 場合

　　第 33 例は第 10 表 の如 く、

t 直後 9
， 第 1 日 35 と

　可な b急増 し， 第 3 日 も阿値 を示 し最高馗に して ，

　ij
，

　5　
’
ni5 と 可 な り急激 に滅 少 し， 第 7 日 12 を示

　ず・第 12 例は第 11表 の 如．く， 直後 15
， 第 1 日 30

，

　第 3 日 lO と上昇 し前者 よ り高値を示 す も， 第 5 口
’ 20 と急減 し， 以後漸減 し， 第 7 口 15

， 第 9 日 12

　を示 す．第 44 例 は第 12 表 の如 ぐ， 直後 覗8
， 第 1

　戸
50 で最 高で 可 な ち急激 に 上昇 し， 第 3 口 も同値

　で 以後漸減 し， 第 5 日 30
， 第 7 日 15 を示 す．EPち

　第 磁 例の 如 く第 ユ ロに急激 に 上昇す る もの は黄疸

　早 く發現 し， 徐 々 に下降す る もの は邊 く迄黄疸 を

　現 わす．第 12 例 の 如 く第 3 日迄 可 な り念 激に上 昇

　 し，
・ビ 量は前者 よ り少 し く多 きも以 後の 下降 は可

　 な り急激 な る に よ り， 責疸發現は前者 よ り遲 く浩

第　　13　 表

第　　12　 表

　〆 2　 34 　6　　 厂

十　 十il
−
　十　

一←　　
一

｝ L’一
　　

一
l

　　　　　　　　l

厂
『

丶

／
だ

　 　 　 　 　 　 　 一 ＿

失は 早 し．第 38 例 の如 く第 1 日 に 可 なう急激 に上

昇す る も， ビ量最 も少 く且下 降 も可な b急激な場

合は，發現 は第 12例 と同 じ く， 淌失は最 も早 し．

　b）　黄疸（−H−）の 場合

　第 4 例 は第 13 表の如 く直後 15
， 第 1 日 50

， 第

3 日 100 と急激に上昇 し最高値 を沸 し， 第 5 日 90

と少 し く下 降 し， 以 後可 な り急激 に下降 し第 7 目

45，第 9 日 30 と下 降 し， 第 11 日 40 と少 し く上 昇

し， 以後漸次下 降 して第 14 日 20
， as　17 日 9 を示

す． 邸 ち第 3 日迄急激 に高1直に 迄 L昇せ しため第

2 日 に黄疸發現 し第 2 度 を示 し， 第 5 日頃 よ り下 降

す る も第 11 日再び少 し く上 昇せ る に よ b第 U 日

頃迄淌失せ す．

　其 の 3 血清 ビ 量の極期の 時期

　新産兒血清ビ量の 經過に就 き こ の觀察は前述 の

如 きも， 血清 ビ量最大値に於 け る時期 に就 き觀察

せ 汽 とす．

　A ）　全例 50例 に就 きて の觀察　　、

　血清 ビ量最大値 の時期 に就 き全例 に於け る成績．

は次 の 如 し．

　生後第 1 日 3
， 第 3 日 20

， 第 5 日 14
， 第 7 日 11

，

・

第 9 日 2 に して ， 第 10 日 以後 の もの な し． モ ード

は第 3H に し て
，

次 に多 きは 第 5 日 ， 次 第 7 日な

り．邸ち生 後第 3 口 に して 血 清 ビ量最大値 に逹せ

る もの最多 數を認 め た b．

　B）　黄疸度 に就 きて の觀察　　　　　一

　次 に 血清 ビ量最大値 の時期を 黄疸度 に分 類 し攤

察せ し成績 は 次 の 如 し．

　黄疽 （一）の 場合第 3 日， 黄疸（十 ）の場合 も第 3 ”

禰

＿＿＿ ＿＿＿訟＿ ＿＿＿ 黒 三鵡 無 鳥 qq綿 ・山ユ b・’aJy
　
Se 」 V ’
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日
’
に し て ， 黄疸（幵）の場合第 7 日 ， 黄疸 （柵）の場

合第 5 日 に して ・ 黄駿 藤 もの に蜻 ビ量極期

　は稍 麦遲 き傾向あ り。　　　　 、　
’

’
　其 の 4　肉眼的黄疸 度と黄疸係數と の關係

　　薪産兒血清ビ量の 淌長竝 に 極期の時期 に就 きて

の 觀察は前述 の如 き も， a の asme的黄疸 と黄疸係

　數との關係 に就 き檢討 せ ん とず．

　　
A ） 肉眼的黄疸度 と血清 哩 最大値 と OBS 係

　　aSSC的黄疸躑 こ蝋 略 々 に於 ける 血清 ビ量最
X 値に 於 け るge均値に 就 きて の威緯 ま， 黄疸 （「 ）
の場合は血清 ビ量最犬値は 15

， 黄疸（＋ ）の場合は
5°・5

・ 黄疸（廾）の 暢舘 82 ．5
，

・
勲 （卅）の場合は

1
『
0 に して ・ 鵬 かに 黄疸強度編 もの程係數値

大 なる結果を得た る e，

’
之 を個 々 の 例 に就 き觀察

せ んに 必 す しも肉眼的黄疸 と は 平 行せ す して ， 例
えば 黄疸係數値 100 を 示 せ る もの に 第 2嘲 の 如
き第 駿 例 と第 4 例の 如 き第 2 期 あ り・． 更に第
2 度働 こ して 第 1 例の 如 く第 3 度例第 2 例 の もの

よ りも高 き もの あ り．

　B）　皮膚黄疸出現閾 と黄疸係數 との關係

継 兒贈 の特畢 職 人 と異馳 賄 黄蹴
現 に關 係あ りと去 う．余 も之に 就 き檢討を試み弐

の 成績 を得た b．

　係數 20 の もの 3 例 ，
3Q の もの 14 例 ，

・40 の もの
14 例 ・

5
唄 上 の もの ・7 傲 こ して識 ね ・・〜5・迄

な りと認 め得 る も，徇 50 以上 を示 す例の 可 な うあ
る は注 目 に 値す べ し．

　　　　　　　第 4 節　小 　　　括
・

　Gflb・・市
，　 Ler・b・ nll ・t ・亡 Ste… ， Gi｝b。，む 。む

Her・ther　Biffi　et　gallf，　Hi ・seh
，
　H ．　V ．　d．　B 。。gl。

，

Yippli．　 Iiellm郎h ， 】）噌 ehne
，
　 Ashoff 　w ．　Ile−

Ilmuth
， 若林 ， 藤森， 中村

3）等は臍血 ビ は多少 の

差 あ る も正常 人 の それ に比 し數倍乃至數 10倍な り

と 云 うも， 余 の例 に よ れば臍血 中ビ量は母血の最
小 の 2 倍 ， 、最大 6 倍 ， 甼均 3 樒 の係數値を示 す ．

面 して 母血 は全部 Osgo 。d の所謂正常係數値を示
’

し， 臍血 は 50 例 中 2 例は 正 常係數値 を示 せ る も，

殘部 は總て 潛在性黄疸係數 を示 せ り， 師 ち新産兒
の 殆 ん ど大 多數 は 先天性 ビ 血 増 多症 な b と量 うを

得 べ きも，
50例 中 2 例 に於て 正常値 を示 せ る は注

3

i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1工5− 9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　目に價すべ し．S．　B 　Weiller，　M ．　Reiner壬）（鵬 9）

　も 49 例の 臍血 中 1 例に 於 て 正 常血 清ビ量を示 ぜ

　 りと發表せ b．

　　母血血清 ビと 臍血血清 ビ との間に 如何な るes係
　あ りや を檢討 せ し に

， 母 血血清 ビ量多 きものば臍

　血 に も血済ビ量多 きが如 き傾向を 示 せ り．

噺 産兒鵜 直後鯲 け る 大血管血液 と末梢血管
並 液中の 血 清ビ量の 關係を見ん と じて ， 臍血 と新
産兒足蹠血 とを比 較檢討

’
tt し1こ， 兩者等馗か 或は

　後者に稍 k 多 き 傾 向を認 め得 る もその 差は僅少な

　 り．

　 次 晒 血 と その 後の 縫 兒ビ量鰍 値 との 相關

　關係を見 る に ， 餘 り明瞭な る關係を認 め得すn

’
Bo ・

na 「
」「）
は黄勘 葩 非黄疸兒 との 聞 1：ば臍血 に 於 て著

　しい 椙違あ りと主張 し，　ヌ，藤森 も臍
：
血 と新産兒 ビ

量最大値 と の闇 に は稍 k 關係 ある如 く述 べ 捷 b．

　 血清 ビ量最大値の 時期蹴 きて 職 緻 ま， 第 3
日の もの最 移 く， 且 つ 血清 ビ量極期の 時期 は黄
疸搬 な 翻 の に稍 燧 き傾向醺 忍む．

・
epち血液

崩壤歌態の 長 く持綾 し， 且 つ 強度 なる こと を示 せ

　り．

　 更 に 肉眠的黄疸度 に分類 し 各甼均最高 ビ 量を比

較せ んに ・ 明か n：黄崩 麟 る もの程血清 瞳 多

きを認む る も， 個 k の例 に 就 き て は必す し も兩者
r ’
fnKせ さ

“
b き・ 皮膚黄齢 現 は新産兒皮膚の 特軣

性に 基 くと云 われ ，
Ans61mino6）

，
　K ．　Julius　w ．

G 、Hoffmann
，　 Shmidt7）1等は 皮膚毛細管の滲透

性 に重大 なる關係効 と せ り．余 め例 1こ於 て 誠
人 と異な り可 な り高 き もの あ b， 例 えば 50 以上 示

’

した る もの 17例 の 多 き に 逹せ る は 注 目すべ き所
見 に して ，、この 點に 關．し後編に於て 詳邇せ ん．

　
「
薪産兒 の 血清ビ量の 淌長に 關 しその概略を知 ら

ん と欲 し て各 日 に於 け る卒均値を求め ， それ を時

間強度曲線 とし て表示 せ し成績は ， 第 3 日炮可 な

り急激 に上 昇 しJ 第 5 日， 第 7 日 と極期 に達 し，

以後漸 弐下 降 す る曲線 を示 せ り1帥ち Osgood の

所謂 血 行性 黄疸の 定型 的な る胎兒赤芽細胞症 の 時
間張度曲線 に概ね

一致せ り．

　以上不均 曲線に就 き蓮 べ し も， 今之 を肉眼簡黄

疸度に分類 し， 各 々 午均時間張度曲線 に 就 き觀察

N 工工
一Eleotronlb 　Llbrary 　
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せ ん に ， 黄疸（一）の場含は第 3 日極 期 15に達 し，

第 7 嚥 灘 性髄 啾 態に て經過 し，第 9日enm ．．

黼 を示 t ’ 髄 （＋）の場合は第 3 日迄 可 勧 急

激 に上昇 レて 最嵩値 50・5 を示 し以後漸次下 降の

傾向を認む． 黄疸（幵）の場合は第 3 日迄黄疸 （十）

よ b も急激 に上昇 し， 極期 も遲れ て第 7 日 で 82 ・5

を景し， 以 後漸次減少 す る傾 向あ り．輩疸（帯）1こ

於 て は第 3 日迄の上 昇は 前者 よ り も更 に急激 に し

て， 極期 は第 5 日 150 で最 も高 く， 以 後漸次 減少

す る傾 向を認む．然 れ ど も余 の 例に於 ては第 3 度

例 僅少 な りし爲か 極期 は第 2 度の もの よ b少 し く

早期 に現 わ れた b・

　撚 こ特に黄疸全經過 に 互 り觀察 し得た る斉個例

に 就 き て ば， 黄痘（十 ）の場合は第 猛 例の 如 く第 1

日 に最高値 50 を示 し， 第 3 日 も同値に して ・ 共後

の 下降は綾な る に よ り黄疸持績最 も長 く・ 第 工2例

の 如 く第 3 に最高値 60 を示 し，
ビ量最 も高 き も

以 後の下降急な る に よ 揃 者 よ 猫 織 く・ 第 38

例 の如 く第 1 日極期 35 に して 第 3 日 も同髄 ビ量

最 も少 く且 つ 下 降 も可 な b 急な る に よ り黄疸持

績最 も短 し．

　 次 に黄疸（廾）の 場合は第 4 例 の如 く， 第 1度例

よ b も急激 に 上 昇 し第 3 日 工00 の最高を示 して ビ

量 も一番多 く， 第 5 目頃 よ り可な り急 に下降せ る

も第 U 日頃 一 欝少 し く上昇 し て 以 後漸減せ るに よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　」4

日本産科嬬人科學會雜誌　第 1卷　第 4 號

り， 黄疸可 な b高度に して且 つ 長 く持績せ り． 師 ・

ち血球 の 崩壌 が急激に して 且 つ 長期持綾せ る場合

は ， 黄疸強度 に して 而 もその 淌失 は遲葎せ られ る

もの と解釋 し得 べ し．

　以上全 準均 經過 曲線 よりする も， 肉眼的黄疸度

よ b分類せ る各平均 經過 曲線 に見 る も， 將叉黄疸

全經過 に 互 り觀察 嚼 た る各個例 に つ き て も 總

て Osgooclの所謂血行性黄疸の經過 曲線と
一致せ

る結 ：果を得た り．

　　　　第 2 牽　血清 ビ分劃定量に依る

　　　　　新産兒血清ビの滔長 に就 て

　　　　　　　第 1節　緒　　言

　前章に於 て はア セ ト ン 法 に よる 經 ne勺」鯖 ビ の

淌長 蹴 き述 べ た b．・更 に一昨年大里
s’・OP肝臓 と

物質中闇代謝 の 論a 中｝：主張 せ る如 く・ 余は血清

ビを ク ロ ロ フ オ ル ム 不溶解 ， 溶解 の 有無 に よ b ，

直接 ビ と間接 ビ と に 分劃 し， 以て 新産兒生理 的黄

疸 の本態究明 t：−a せ んと 季實驗 を言隈 實施せ り・

　　　　　第 2 節 實驗材料 及び方法

　 A ） 實翻 料 と して は昭禾・23 年 9 月始 よ り lo

月末迄本隊 て 取扱 い た る縦 兒中・
2蜊 蹴 き

計 107 囘に 互 り實施 せ り．

　 B） 實驗方法は第 3 編 こ於て 詳述 せ り・第 3 編

晩稿後大里歉授
』
よ り同敏室三品の 實驗方法 （未發

表）を欷示 さ れ し故 ， こ 、 に余の 方法 と の相違 に

表

　　　　　　　　　　 生　　　　後　　　　日　　　　數

11 ，国 、 剛 鴨
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黒
1

就 き遞 べ ん に， 余Fi）方法 は ア セ

’

Eシ法同樣 1血清 ビ

’

・量 の 概略 を 知 るた め に 係數値 を 求 め し もの に し

9 三 品の 方法は m9 ％ に て奔示せ る
・
砌 な り．．

　　 、　　　 ．第 3 節 、實驗成績

　　　　　　第 1項 ビ量甼 均曲線

　漸産兒血清 ビ量の 稍長の 概略を知 らん と し て ，

細 に於け る糊 値を求 め 1 時髄 度曲線を以 て

表示 せ り・蜻 ビ醗 黜 唹 け 黻 緯 ま第 工壊 の

如 く・直接 ビ はe 例全 經過 に 互 曝 とな る故 ， 闇

接 ビ の み の 淌長 に就 き以下邇 べ ん と す． 各 日 に於
け る瀚 甼均鰍 び 鹸 度 5 ％ の 母集酔 均 値の

〆

F1
　 ．11

口
1

麗I

I

H　　 ．r　
』／

存在範圍は表下 部の 如 く， 之 よ り時間強度 曲線 を

示 せ ば第 15 衷 の 如 し． 帥ち第 1 日 31
， 第 3 日 67

ξ可な り愈激 に 上昇 し， 第 5 日 72 と最高値を示

し， 第 7 日　・70 と少 し く下降， 、第 9 日 64 と以 下漸

究 下降す る傾 向を認む．
．

　　　　蠏 項 肉H艮的黄孅 吩 難 る ．

　　　　　　　 ビ量時間張度曲線　、

　其の 工 肉眼的黄疸度に分類 し， 乏の各 々 に於 け

る成績 を檢討 せ んに．．　
．
　　　　

’

　 A ）　黄疸 （一）の 場合

　第 17 例 は第 16表 の 如 く， 第 1 日・M
， 第 3 日 15

メ

β

Q
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第　　15　 表

第　　16　 表

第　　17　 表

　　　　　 日本 産科嫌人科學會雑誌　第 1卷　第 4 號

と極期 を示 し， 第 5 日 10
， 第 7 日 9

， as　9 日 6 と

漸減す． 帥第 7 日迄濳在性黄疽係數値を示 し， 第．

9 日 に 正 常値を示す．

　B ） 黄疸（十）の 場合

　3 例 に於ける甼均 値を求 むれば第 工7 表 の如 く，

第 ・ 日 35， 第 3 目 45 で 鵬 値， 第 5　H　35
・ 第 7

日 29 を示 し， 以後漸減 する傾 向を認む．

　 C）　黄疸（−H：）の場合

　　　　　　　　第　　18　 表

　　
　　

　　

　　 　

　　

　　 　
1

　　　

第　 一19　 表
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　　　　 、
13 例 に於 ける雫 均値は 第 ユ8表の如 く， 第 1 日

　　　　32，
「
第 3 日 70 と 可な り急激 に 上 昇 し， 第 6 日 78

　　　　・5
・ 第 7 日 80・7 と最高値を示 し

， 第 9 日 72．2 と

　　　　
〒
下降 し， 以 後漸滅 す ち傾向を認む．

　　　　　D ） 黄疸（骭）の 場合

　　　　　as　X6例1唹 ける球績は第 19表 の如 く， 第 1 日

　　　　40
， 第

’
3 日 150 と最 も急激に上昇 レ， 第 5

．日 も同

　　　　値 で最大値 を示 し， 以 後可 な b急激に下降 し， 第

　　　　
7 日 工00

， 第 9 日 80
， 第 11 日 70 と徇相當の 高値

　　　　を示 しつ S 漸次 下降す る傾 向を認む．

　　　　　其の 2 特 に 黄疸全經過擬察 し得た る 各例に就

　 　 　 　
罰
て

・

　 肉眼向横 疸廁 ・纐 し・ 其卻 騨 き觀察せ し

　　　　も， 特 に黄疽全經過 を觀察 し得％る黄疸（＋）2 例

　　　　渠 就 き更 に詳細 に檢討 せ ん とす． ・

　　　　　　
一一SS　20　表　　　　　　第　 21　表
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x
　　　　 第 12例 に於 け る成績は 第 幼 表の如 く， 第 1 日 ，

　　　茄 3 日 と 35 を示 し最太値に して ， 第 5 日 ユ5 に して

　　　 可な b急激 に下降 し， 以 後漸減 し， 第 7 日 12を示

　　　 す・黄疸 も第 2 日に 出現 し第
『
5 日に淆失す．第 18

　　　 例は 第毋 表の如 く， 第 1 日 ， 第 3 日 50 で最大値を

　　　示 し， 前者 よ りも ビ 量高 く， 第 5 白・9　O
， 第 7 日

　　　
ユ5と轍 す・髄 發現 は瀦 よ 殍 悌 ・ 日 に し

，　　
’
て ，消失は遲 れ て第 7 日な り．

　　　　　　　　　　第 4 節　小　　括

　　　　 1931年 ▽a・・b・ 等が血済申の 直嵐 闇接爾 ぜ の

　　　分劃定量を發表 し， 浬936〜 7 年 GreelLeは之を種 々

　　　な る黄疸1二應用 し，最近 三 品 も之 を追試 し，
　Greena

　　　と同樣 の 成續 を發表 せ り。 血 清中の間接ビ は血清

　　　蛋 白 と 結合 しあ勺 て ク ロ ロ フ 矛 ル 群 に可溶 な る

　　　
’4こ， 直接 ビ は 一

且 肝臓 を通過せ る爲結舎 せ る蛋白

　　　質 よ り分難 され ク ロ ・ ケ ル ム に不溶 な b とせ b∫

　　 薪塵兒生理 的黄疸に 就 きて の 余 の成績 は 24 例

　107 囘 の檢討 に於 て， 直接ビ は 全 く零に して ， 總

　て間 接ビ の み を證明 せ り， 帥ち全例杢經過 を通 じ

‘

　殊 に 血清 ビ最高値を示 す第 3 日， 第 5 目r 第．7 日
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （

　に於 ても ， 血 清は全部間接 ビ の み に して ， 直接ピ 、

　を證明 し得た る もの な し，
．C．の こ とは又 一方 で排

　泄機能の俸め て 良好なる證 と も考 えられ ， 本症の

　本態を純然た る 溶血性黄疸な りと斷す る に い さ 5

　か も檗問 の餘地無 き もの と信 す．

　　次 に間接 ビの 淌長 を 時聞強度曲線に表示 し檢討

　せ ん に ・ 準 均曲線に 就 き て の 咸績は OsgeOd の所

　謂血 行性黄疸 の定型的曲線と概ね一致 せ り， 更に

　之 を肉踉的黄疸度 に 分類 せ る各 々 に於 け る 域績

　は ，

・
黄疸（

」
）の場合は ， 最高値 15 を未して潛在性

　黄疸の歌 態に て第 7 日迄經過 し， 第 9 日 に 於 て IV．．

常値を示す．黄疽（十）の場合は可 な り上 昇 し， 第
3 日 の極期で 45 を示 し， 似 後漸減し ， 黄疸（升）の

場合は前者 よ b も可 な り急激 に上 昇 し， 極期 も遲

れ て第 7 日且高値 80・7 を示 し， 以 後漸減 する 巻の

　〜 如 く， 黄疸（卅）の場合は前 2 者よ り更に急激 に

上昇 し卩 より高値 工50 を示 し， 極期 は 第 3〜第 5

　日 に して ， 以 後可 な り急激に 減少 の傾向を認む。

特 に黄疸全 經過を觀察せ し 2 例 に就 き見る に， 係

數値低 く， 減少か な り急な る第 工2 例に 於 て は ， 係

數値高 く， 減 少綏 なる第 18 例 に比 し， 黄剛 槻 遲
・

　く， 淌失は早 し． 皀口ちビ量の増量急に して且 つ ビ

量最大値 の 時期邏 く， 術減少徐 々 な る もの程黄疸

張度に して且 つ 長 〜持績す る傾向を認 む．

　 以 上 い つ れ も時間張度曲線に於 て は Osgood の

所謂」血行性黄疸の 曲線と概ね一・致せ り．

　　　 第 3 章 新産皃生理的萱疸に鷙け

　　　　　一る血色素量の 推移に就て

一　　　　 獅 飭 緒　 言

　新産兒生理 的黄疸 に於 ける血 中 ずは ， 血球崩壤

産物たる血色素に 由來す る こ とは 最早既定 の事實
な る感 あ多 も，　その根據 は文獻に徴 す る に 種 々 あ

り未だ決定 を見 る能はす．

、旭 の主張の姐 ，

『
血 中 ビ は雌 素 t：thXす る

こ U は既碇 詭 に し て ，
ヘ マ チ ン カ；鐡を失 い色 素

簇の 4 つ の ピ ロ e ル 核か ら成れ る 遽 鎮環が開 きて

N 工工
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　 ビ リル ビ ン と な る． Minkowski の鳩 に 就 きて の 實

　驗 よ
‘
り Mann ＆Mavcath の犬 に於 け る肝全剔撫

　 の 實騨 こ至 る多數學者の 研究成績は ，
ビ リ ル ビ ン

　 の 成生 に は必 す し も肝臓 を要 せ す して ， 恐 らく綱

　 内系細胞が主 な るもの な らんと せ り． 而 して 之 れ

　 の排泄に は生理 的歌態 に 於 て は 主 と して 肝臓が關

　 興 し， 從 つ て 肝障碍に於 て は極 めて屡 弐膽色素代

　 謝の異常を來 し黄疸 を發現 す，と蓮 べ た り．

ユ　 此處 に於 て 余は ， 造血 機能 と通戯 崩壊 との 爾作

　 用の 隷括的推移 を示 す もの と して 血色素量の 浩長

　 を檢索せ り．

　　　　　　 第 2 節　實驗方法竝 に 材料

　　 A ） 實驗琳
　　 娩 幽直後及 び 毎朝沐浴 後足蹠切開 に よ b 採血

　　し，
ザ ーり一血 色素計 に て測定す．

’

　 B）
「
實驗材料

　　 昭和 23年 7 月始 よ b1   月末 間に 本院 に 壕取級

　　い た る新産兒 中，
49 例計 305 囘に 互 り逍 日的に 實

　　施 せ り．

　　　　　　　　 第 3 篩　實驗成績

　　　　　　　第 1 項 播 F均曲線 に就て

　　　薪産兒に於 け る 血色素量の 淌長に就 き概略的に

　　之 れ を知 らん と して ， 各 日 に於 け る干均 値を求 め ，

　　時間強度曲線に て 表 示 せ んと す，h

　　 ．個 々 の例 に就 きては 直後 に於 て 最大 130
， 最小

　　98 に して ， 其後漸次減 少の傾 向あるも， その 間可

　　な りの個差 を認め得 べ し． 各 日 に 於 ける算術平均

　　値竝 に危險度 5 ％ の 母集團雫均値の 存在範圍は ・

　　弾 殖 に於 て は ， 直後 113
， 第 1 日 110

， 第 3 ロ

　　107
， 第 5 日 ］Ol，第 7 日 99，第 9 日 95

， 第 11 目

　　9蚕
， 第 14 日 9壬

， 第 17 日 9壬
， 第 20 日 80

， 危險度

　　　　　　　　　　第
「 22　 表

や

日本産科嬬人科學會雜講　第 1 卷　第 4 號

は 直後 n6 〜HO
， 第 1 日 113 〜107

， 第 3 日 ‡1・）〜

10韮
， 第 5 日 107 〜］01

， 第 7 日 101　・w ｛　7
， 第 9 日 99

〜 92，第 11 日 99〜91
， 第 1｛ 日 100 〜88な り・之

よ り時聞強度曲線を示 せ ば第 22 表 の 如 く， 第 9H

迄 可 な う急激 二下降 し， 以後殆 ん ど變動を示 さす．

　 第 2 項 　各黄疸度に 於 ける 血色素量 の稍長

　其 碗 1 各黄疸度に於 る李均 鮪線

　 A ） 黄疸 （一）の場合

　　　　　　　　第　　23　 表

　2例 に於 け る 2卜均値を求め 時闇強度曲線を示 ぜ

ば第 2鞍 の 如 く， 直後 ，・・9・r・・ 第 1 日 116・5
・ 郷

日 109 迄下降 し， 第 5 日 工10 ・5 と少 し く上 昇 し，

第 7 日 10昌と再 び下降す．

　　　　　　　　第　　零　　表

B ＞ 黄疸 （十）の 場合

10例の 時間張麟 線 は 第 2竣 の 如 く・ 直 後

！

＿藁、鳳壽慕 綴
。露 ⊆語 ・煎 a 慮 ・Se 正 V ・ 。
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驤
第　　25　 表

f20

11P

〃 ol

30

留 ・ 舜 ・ ・ 鳶 鱒 刀
　　　　　　　　　　　　　　一．＿ 1

●

L
　

U1 ・3
・ 第 1 日 102・ユ と可 な り急 に下降 」 第 3 日

107’・3 と少 し く上昇 し， 第 5 日 10壬．5 と再下降 し， 、

　第 7 日 100，第 9 日 97
， 第 亘 日 91．．5 を示す．

．　 C）　黄疸（−H・）の場合　　　　　 ．

　 35 例の 時謝 鍍 曲線ぽ第 蛎 劾 如 く， 直後112
・1

・ 第 1 日 109 ・7
， 第 Pj日 106 ．6

，第 5 即 03．1
， 第

7M98 ・7
・ 卿 日 9捕 と可 勧 急降下 し ， 第 11

日 91・7 を示 し第 9 日と 變化少 し．
匿

　 D ）
’
黄疸（卅）の場合

＼
＼

第 　26
、 率

贓矮
素
田 窪／ 23 ・4　∫

軸
67 ・θ 9 〃 〃

／ 2 〃

／ ／ o 1

／〃 0 啄 ψ

冫 
、

ノ　1
go11

ド 「

β0、、 ．1
、』

「
一馳

’2 例の 時黼 渡 曲線は第；26 表 蝋 ロ く， 黄疸（＿）

例同樣 ， 例 數薩少 なるだ め明言を は 冨 か る も， 直後
129

・ 第 1 日 112 と可 な わ念激 に下降 し， 錆 3 日

1  9・5
・ 第 5 日 105 と下 降 し， 第 7 日 105

， 第 9 日
ヨ05・5・第 11 日 ・1　04 と歹毒ん ど饗動 を示 さす．

　共の 2 黄疸全經過觀察 し得た る各例

　A ） 黄疸（千）の 場合
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第 38例 は第 27表 の 如 く， 直後 112
， 第王 日 108

と可 な り急激に下降 し， 第 3 日 105
・ 第 5 日 103

・

第 7
』
日 95 と漸次下降す。

第 12例 は第 28 表 の 如 く， 第 1 日 116・ 第 3 日

110
， 鰤 日 ie8と前者 酌   惣 こ下降し・ 第 7

日に少 し く上 昇 し 工工0
， 第 9 日 110 と等値を示す・

第 44 傚 ま第 a・ 9表の 姐 遣 後 112
・ 第 珀 106

・

第 3 日 工・・ と前 賭 よ 憶 激 証 降 し・ 以 後は漸

減 して第 5 日
’
．98， 第 7 日 91 を示 す・

　 B） 黄疸 （砦）の場合

　　　　　　　　第　　30　 表

　　黄疸比椥 犒 度な るt；4 例に 齡 て の 威績は第

　3・表 の如 く，

1
第 ・ 日 1・5

， 第 3 日 110
・ 第 5 日 1°8

　　と 可 な 憶 に下降 し， 第 7N … 8 で第 5 日と剛 直・

　以後可 勧 急熱 ・構 し 第 9 日 ・・2・ 第 11 日 98

　　を示 し ， 以齢 減 して第 1娼 95
・ 第 17　H　92 を

　 示 す．

　　　　　　　　 第 4 節　小 　　括
’

　　一
般噺 産兒の 雌 素量は 撒 唹 て は可勧

　　の 差を見 る も， 娩 雌 後贓 人 の それ V：上ヒ隨 か

　　し、多量 に して 生後暾 の經過 と共に漸1成す・ Pe「匿

　　lip9・は生獅 ・ 日 ・・8
， 第 ・ 日 116・ 第 3 日 119

・

　　郷 日 叫 第 5 日 …
， 第。

6 日 1°7
・ 第 7 日 i16・

　　第 8 艮〜第 9 日 110
， 第 1  旧 110

・ 第 2〜4 週 93
・

　　第 2〜3 ヵ 月 ・2．5， 第
7〜8 朋 68， Sghilli” 9 は

　　直 後 140〜 ・・⊃％ ， 第 ・週末 ・？・
〜9σ％ ・ 第 3 週 8°

　　〜70％．Reuss は生後第 1 日 110 〜100％・第 2〜

＿　3 邏 80％ ．藤森は第 1 日 117・3
， 第 2 日 101・5

， 第

　　3 日 109
， 以 後漸減 し第 IQ 日最底位 77．6， 以 後上昇

　　し ・・i 、6〜8・螺 に存す る もの 痴 しと ・ 各 々 報

　　告 せ り。余の 厳 も脚 先 人 の成繍 ひ 致 せ り・

　　　之 を鞠 曲線蹴 視 る に 第 9
曄 可 な b急激

倒 本産科婦人科學倉雜誌　察 1卷　第1 號

に減少 し以後大 した 變動を 見す．

　黄疸度 に分類 しそ の各 々 に於 ける 血隼素暈の溝

長 を觀察ぜんに ， 拳均 曲線に於 て は ， 黄疸（一）の

場合購 r日迄鰍 す る も藻 5 噸 再び上昇 し，

以 後再び減 少す． 黄疸（十）の場合 は第 1 日可鷹り

急激に減 少 し， 第 3 日再び上 昇 し以後減少 す・早期

に一時曲線の 上昇 を示 すは 造血 機能亢進が血 球 崩

壌現 象｝：− 4時打勝 ちた る もの と 考 え るを得 べ し．

髄 （−H−）の場含は第 9 噸 迄持績的 こ減少 しL 黄

疸 （辯）に於 て は時 に第 1 日 に急激 に減少 し，
その

ま丶 第 5 日頃迄漸減 し， それ以後は殆ん ど同程度

t： して餘 瞹 動を認 めV． 皀ロち黄癬 躰 もの ｝：於

七は上記の 如 く
一時曲線の 上昇 を見 る も， 黄疸張

度 な る場合に は 曲線の上 昇を示 さ す．

　 …欠 に黄疸全經 過に 瓦 り觀察 し得 淹 る各例 に就い 、

て の 域績は，黄疸 （＋ ）に して持績最 も短 綿 38 鍬 ・
．

に於 ては第 1 日に少 し く減少，以 後漸減 し，黄疸持

緲 し 帳 き第 ・2例 鯲 て は第 5 噸 迩 肱 賊

少 せ る も 第 7 日頃少 し く上昇 し， 黄疸持續最 も長

き第 44 例 に 於 て は第 3 日迄苅者 よ りよ り減少， 以

後漸減す る． 皀防 黄疸（＋ ）鯲 ては黄疸持績fty

もの 脚 ・色素量の減少曲線は可 kbkM な る髄

を認む． 黄疸（什）の第 4例 に 於 て は第 1 度の 黄疸

持績最 も長 き第 磁 例 の もの と第 7 日迄大差 な く且

っ 第 11 日頃迄 可 な り急激に減少 し， 以 後大 した變

動を示 さず．之を丈獻に徴 する に Heimann ・
Ho °

fln6ier等は新産兒黄疸の 程度 に從ひ血色素 量の 減

少あ る を認 め ，
Hel・f；°’

，　Haye … Sd 画 es 等 も

之に 贊成せ り．然 し乍ら藤森
⊥1）は單 に そ の數値の

多少 の み を以 て 血球崩壌 の 尺度 と なすは 當を得 し

　もの に非す とな し， 薪生補給乃至 再 生現 象 を も同

時 噸 慮すべ しと論 き， 艶 素量 の 數値｝ま外見上

却 つ て 左程下降せ ぎる もの と 思惟 す る を至當 な り

と詮 け り．而 る畭 の 成緬 煩 醸 に より分類せ

る各
ir一均 醐 と し て 表示 せ ば ， 稍 曙 明な る差異

を認鏘 べ し． 血色素量の 漲 を血繃 壌 と造血

機能亢魁 の 總括的瀞 と蝋 れ ば ，
k ：の 鯱

は本症 本態究 ・肚 勵 て興味あ る 開係を暗示 せ る

　 もの と云 うを得べ し：

　　　　　第 4 章　新産兒血清ビ量消長 と

砥

＿ ＿ ＿ ＿ ＿。，照 二黒皇ε焦 卿 煎 ・L’や「 a 「 y ・Se ’V ⊥°
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｝

　　　　 血色素量淌長との比較に就て

　　　　　　　第 1節　緒　　言

　薪産兒生華的黄疸解決上 血』漕 ビ 量淌長 と 血 色素

量稍長 は互 に密援な 關係ある は 想嫁に難か ら劇

両して 更に 此 の 兩者 を比較檢討＄る こ と は 本症 の

本態究明土缺 くべ か らざる こ とな るを以 て ， 茲 に

r

兩實驗成績 を比 較檢討せん とす．

　　　 第 2 節 血清ビ量溝長 と血色素量

　　　　　　　　稍長 と の 比較

　　　第 1 頃 　干均 曲線 に 於 け る兩者比較

　薪塵兒血 清 ビ量淌長 と血色素暈溝長 との 比 較 に

就 き先 づ兩者の概略的關係を知 らん と欲 し， 兩者

　　　　　　　　第　　
’ 1　 表 ．

一
　　　　　　　　 ．

第　　32 、　表

罵
／2e 　tav

〃 o　fi　e

／aol6 ρ

9°

轡
6・1　2e

豊 1234 ケ 8 ア OS 〃 〃 ’2・13・ta・tfi／6’
Is　　　　　　　　　、

鴨

／弩8一

各甼均 曲線の 比較 を行ぺ り．その 成績 は第 31表 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

如 く， 兩曲線は第 3 日頃 に交叉 し， 血．色素量は第

9迄 可な り急激｝二下降 し， 以後大 した變動を來 さ

ぬ もの S 如 し． 一方廐 漕 ビ量は第 7 日の極期迄急

激に 上昇 し． 第 臼頃 よ り漸減す る傾向を認め，兩

曲線は第 ユ7 日頃 に再交叉 す．皀口ち血清 ビ量減少 を

開始せ る第 9 日頃 よ り血色素量の減 少 も大 した變

動 を示 さざる は注 目す べ き事 な り，

　
・
第 2 項 　肉眼 的黄疸度分類 に 於 け る爾者比較

　其 の 1 師 艮的黄疽度分類に於 ける 兩者 の 各罕

均 曲線に就 て の比較

　A ） 黄疸（一）の場合

　 その 威績は第 32 表の 如 く，血清ビ量極期 の第 3

日 に血色素量可 な b減少 し，
ビ量減少 を開始せ る

第 5 日頃 に 血色素量一
時上昇 し且 つ 兩曲線の間隔

に 相 當の へ だ 丶 bあ り．

　B ）　黄疸（十）の場合
’

そ の成績は 第 33 表 の如 領 血清 ビ量は鏘3 日迄

上昇 し， 以 後漸減 す． 一方血 色素量は第 1 日可 な

血

色総 疸
イ

後
巳数

系、 覆・ z・3，・ 5 ・・

「
一一一

／ zo ／oo 丶

、＼
　 ＼

・1／0 グo

、

丶レ 岬 へ
　 　 　 　 　 　 、

、

ノ0060

go40

8020 、
一

第　　33　 表

道

猿日

臻．
・ 234 タ 6　 78 ヲ 〆ジ 〃

〆 2 〃 ／〃〃
撰

’ ●
1 味

　 L
ノ／

嚇｝一
〃〃

へ 　
』

　 、

丶　　　　 A
　 　 　 〆　　　　　

〜
　、

　レ
〆
　　　　　

、 、、
／〃ク 6〃

、 、　、、顯
　． 、　、

、、
Fgo40

θグ 2 猷

P
〆

丶 7

り減少 せ る も， 第 1 日 に一時上昇 し， 以後濺弐下

降 する もの 〜 如 く且 つ 兩 曲線閤の闇隔は 前者 に 比

し可な b接近 せ り．

　C ）　黄疸（幵）の場合

　　　　　　　　第　　34　 表

　　生 後　　．

騫 彑 一　数
兼
1’ 寝・ を 3 ・ ク 6 ・

・8 ・ ・川

ノ2 〃

L
〃 〃

一一一　　　　　　　　　　、
、 、

／／0 βo 馬　、　　、
、　、

丶

丶

／oo6 ジ
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、
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　　 その 成績 は第 34 表の如 く， 」血清 ビ量は急激に 上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

　昇せ し第 3 日頃 に血 色素量 曲線と変 叉 しx 第 9 日

　頃 まり減少 し始む，其頃迄漸減 しつ 5 あ りし血色

　素量は其後大 した變動を示 さす， 第 ユ4 頃 に 至 つ て

　再び 兩曲線交叉 の 傾 向を認む．

　　D ） 黄疸 （柵 〉の場合「

、　　　　　　　　 第　　35　 表　　
厂

血 ’
濕

生後日数

蒙・ 234 ・ 6 ・ ・ 3 ／・ノ1
／ 50 ！6ρ

ノ 40

／ 3 ク

　L
〆 ξo

／40

／ 2ρ

＿一一
／ 〃〃

， ，
／＼，

　　　　ノ　 ＼ 　 1
、 1　　 ＼

ト

i ＼　 1
：

i　 ＼．1
　 　 　

、隔、
／ ！o80 、　、　　、｝一　一占』一一尋 一一一▼

・
／昭 〃 彡〃

皿
　　　　　 F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

go4 〃

1

ξo20
−

1 一

　その成績は第 35 表 の 如 鮎 血清 ビ は第 5 日極期

迄非常な上昇 を示 し， 以 後漸滅す る もの 〜 如 く，

一一一・Jtf血色素は第 」 日に 急激に下降 し第 5 日迄 は 可

な り減少 す る も，

’
以 後は漸減する も大 した變 動を

示 さ 5
’
る もの 〜 如 く， 爾曲線は黄疸（井）に於け る

よ

’
b も早 く集 1 日頃 に交叉 し， 再交 叉は前者 よ り

遲 れ第 3週末頃 の 如 し，

其 の 2 黄疸全經過觀察酵壁 る各個例 鯲 レナ

る兩者曲線 の 比較

　A ）　黄疸（十）の場合

　第 38 例 は第 36 表の 如く・ 血色素量は第 1 日 に 可

な り減少 し， 以 後漸減 し， 血清 ピ量は第 1 日 35に 上

昇極期を示 し， 第 3 日 も1譜値で 以後可 な b急 に減

少彗．本例は黄疸最 も輕度で且 つ 持績短 きもの に し

で ， 爾 曲線の 間隔は顯著 な り．第 12 例 は第 37 表 の

如 く， 血 溜 ビ 量は第 3 日迄 上昇 して 前者 よ り高 く，

以 後可 な り急激 に減少 ， 第 5旧 よ り漸減す． 一方

血 色素量 は第 5 口麹減少 ， 以後少 し く上 昇す る も

日木産科嬬人科學會雑誌　第 1卷　第 4 號

第　　36　 表

第　　37表
一
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餘 り變動な し，本例は前者 よ b黄疸持績少 し く延
ら 長 し且 つ 兩 曲線の 闇隔 は 前者 よ り少 し く接近 せ

　b．第 44 例は第 38蜜 の 如 く” 血清 ピ量｝ま第 1 日に

前者第 12例 よ り少 し く低 き も可 な り急増 し， 第 3

日 も同値で極期を示 し， 以後は前 2 者 よ りもよb
徐 々 に減少 を示す． 一方血 色素量は笙 3 迄 可 な り

急激な減少 を示 し，以 後漸減す，本例は前 2者 よ り

費疸持績長 く， 且 つ 兩曲線の 闇隔 は よ り接近 せ り。

　 B）
’
黄疸（幵）の場合

　　　　　　　　 第　　39　 表

響 　
ノ 234fi 　67 齠 〃 〃 12伊 4 ・猛 〜7

疸
一
度

厂
一

〒 鞐 寸
・Fg ヂ ＋ 廾 丁．

イ ＋ ←

／z
．
o ∠色

　

阻
．，− IX 　 1
　　鱈 へ「＼ 　　　　1
／　　 ＼

＼
＼

＿ 　 i
／　　　　　　・＼ ／ ＼ 　

’

「

1三」
　 前β者 よ りも強度な る第 4例 に 於 ℃ は第 39表の

如 く・ 血潔 は 第 3 日迄急増 して前搬 り高 く，

以後可な り急1こ減少す る も， 第 1］ E頃 に 少 しく上

昇 し， 以 後漸減 す， 一方血色素量 も第「3．迄 可 it　b一

急減 し， 第．7 日頃迄餘 り變動な く， 以 後可 な り急

減 し， 第 11 日頃 よ りは餘 b變 動を示 さす。本例 に

前者 よ りも黄疸強度且 つ 持績長期 に互 b， 兩曲線

は第 2B と第 6 日に於 て 再度交叉 せ り．

　　　　　　　 第 4 節　小　　括

　 血清 ビ量淌長 と血 色素量淌長 との 比較成績 は，

雫均曲綿の觀察に於 では， 血 色素量は第 9 ほ頃迄

可な り急激 に減 少 し以後餘 ウ變勸 を示 さ概　
一方

血 清ビ量は第 7 日極期 ，第 9 日頃 よ り漸減す． 兩

画線は第 3 日と第 17 日頃交叉 す．

　 次 に肉眼的黄疸度分類 に於 け る 兩者曲線の 比較 i

成績 は ， 黄疸（一）及 び（十 ）に 於 て は 兩 曲線の闇隔

は相 へ だた る も， 黄疸（＋ ）は（
一
）よ りも共闇隔は

相接近す・ 黄疸   及び  1唹 9 ま融 紬鮫
．叉 し， 黄疸 （卅 ）は（什）よ り早期 に交叉 し且 つ よ り

遲 れ て 再交叉 す る傾 向を認 む． 帥ち血 清ビ量多け

れ ば多 い 程兩曲線は 根 接近 し， 徇多 くなれば交叉

し， 又血 清 ビ量多 き程早期 iこ交叉 し且 つ 遲 れ て 再

交叉す る傾向あ b．個 々 の 例 に於て は黄疸第 1 度

の場合 に は費 疸持績燈 きもの 程爾曲線の間隔 は大

な り．第 2 度 の場合は爾曲線は交叉 し且 つ 黄疸持

綾 も第 1 度の 場合 よ りも長期 に 互 れ り． 帥ち肉殴

的黄疸度分類に於 け る 兩餐曲線の比較に於 て も

兩者 の 關係は密接な る もの と去 うを得べ し，

　　　　　　 第 5牽　總括竝 に結論

　第 1章〜第 4 章迄 の 成績 を 簡單に 總括せ ん と

み 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　9 ’9 ，

　 （1 ）母血 の 血清 ビ暈は全 部正 常係數値を示 し，

臍血の それは大部分 ， 潛在性黄疸係數値 を示 せ る

も，50 例 中 2 例 に於て 正 常値を示 せ るは注 目に價

すべ し．
’
而 して 臍血 の ビ量は母 血 の それ の 最大  

倍 ， 最小 2 倍 ， 雫均 3　nvの係數値を示 し且 つ 母 血

清ビ量多 ぎもの に 臍血 ビ多 きか の如 き傾 向を示 せ

り．

　 （2）新産兒娩幽直後に 於 け る大血管』血 と末梢血

管血 中の 血清 ビ量 の關係を見 ん と して 臍血 と娩出

直後の足蹠血 と を比較 す叡 こ， 兩者 等値か或 は稚

土後者 に 多 き傾 向を 認 め る 6 その 差 ｝‡僅少な り．

叉臍血 と その後の新産兒 ビ量最大値と の闇の 和關

齷係 を見 ん に餘 り明瞭な る關係を認 め得す，

　 （3）血清 ビ量最大値を示 す時期 に 就 きて は 第 3

日 の もの最 も多 く， 而 して 之 を黄疸度に分類 し疆

察せ んに ，．黄疸強度な る もの 程時期 稍 i．遲 き傾向　　
’

を認 め る こ と は ， 血球 崩壌の 長 く持續 し且 つ 強 度

な る こ とを示 す もの と云 うを得 べ し．

　 （4）血 清ビ量 と肉眼 約黄疸度 との 關係を見んに

各雫均最高 ビ量 に就 きては 黄疸 巓度 な 3 もの に明

か に 血 清ビ量多きを認む ろ も， 個 々 の 例 に就 きて

は必す し も兩 者
一
致せ ざ る こ とあ り． 叉皮 膚黄疸

禺現 閾に就 きて に成 人 に於 て は概ね黄疸係數値 痴

な りと云 え る も， 余の 新産兒 に 於 け る成績は 50 以

上 を示 せ しもの 60 例屮17 例 の多 きを 見た るは注

目すべ き所見な り．之等 の黜に 關 し更に次 囘 に詳一

述 せ ん とす る．

　（5 ）新産 兇血清 ビ量の消長に關 し， 共 の 概略を

知 る 目的 を以 て各 日 に於 け る 甼均時間強度曲線 と　 　、

して 表 示 せ しに ， 上 昇は 可な り急激 に ルて第 5H

頃 極期 を示 し， 以後の下降は漸減 す る曲繊を示 せ

＼

N 工工
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り． 徇之 を肉眼 的黄疸度 に 分類 し各・d の 雫均 曲線

に 就 き見んに ， 黄疸（
∴

）の場合は第 3 日極期 で第

7 日迄漕 在性黄疸の 瓶態 に て經過 し，第 9 日頃 正 常

値を示 し， 黄疸各程度 に於て は強度 な る もの程上

昇は急激 に して極期 も遲 れ ， 以後漸減 する傾向を

示 す． 更 に之 を黄疸全經過 に 亙 り觀察 した る各個

例 に就 きて ば1 黄疸黄度 に して且 つ 長期持績せ る

もの程 ，
ビ量上 昇曲線は急激 に して 且つ下降曲線

は緩な り． 帥ち血球崩壌 が急激に して且 つ 長期持

績 せ る場合は ， 黄疸強度 に して而 もその 淌失は遲

延せ られ る もの と解釋 し得 べ し．

　 以 上竿均 曲線 に 於 て も 又肉眼的黄疸度 に分類 せ

る各雫均 曲線に 見 る も， 更 に全經過觀察 し得た る

名個 例 に就 い て の 曲線に於て も， 總て Os，　good の

所謂血行性黄疽 の經過 曲線と
一致せ ら．

　 （6 ）薪 産児生理的黄疽 に 於 け る血 中 ビ は血球崩
　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

壌 産物た る血L色素 に 由來す ることは 最早既定 の 事

『
實な り，從 つ て 血球壌崩 と造血機能 との兩作用 の

總括的推移と思考 される 血色素量の淌長 に 就 い て

は ， 個 々 に於 て は可な りの 差 を見 る も，

一
般 に 娩

出直後は成入 の それ に 比 し遙か に多量に して ， 生

後日數 の經過 と共 に 漸減す．‡を不均曲線に就 い

て 見 る に 第 9 日迄 可 な 夢急激 に減少 し， 以 後大 し

て 變動を 見童 　徇 肉眼 鮪黄疸度 に分類 せ る鮃 均

曲線 に 於 て は ， 黄疸強 度な る もの程血色素減少曲

線は急 に して 且 つ 黄疸（一）及び（十）に於 て は 早期

　に一時曲線 の 上 昇 を認め た り。 躑ち之 は血球崩壌

輕度 な る た め造血機能h｛　一一時打勝 つ たた め に 現 わ

れ る現 象と解釋 し得 る． 更に黄疸全 經過に 互 り觀

察 し得た る各個例 に就 い て は ， 黄疸（十 ）の 場合に

槻 礦 縮 黻 聊
・z る もの聯 3 随 の 醐

’
は急に して且 つ其後の 曲線 も旬な り急な り． 黄疸

　（幵）の 場合 ｝ま黄疸（十 ）の 黄疸持續最 も長期 な る 第

　44 例 と第 7 日迄 の經過 曲線は大差な く， 且 つ 其 後

　に 於 て も可 な り急 な ろを認 め た り．

　　以 上 の 如 く血色 素量の淌長 を血球崩壞 と 造血 機

能 と の 爾作用 の總摺的推移 と考 うれ ば ， 本症本態

　究 明上 極 め て 興味 あ る關係を 暗示 せ る もの と孟 う

　 を得 ぺ し．

　　（7 ）血 中 ビ 量淌長と 血色素量淌長と を先づ罕均

“

日本産科嬬入科學會雑誌　第 1 卷　第 4號

曲線を以 て 比較せ ん に ， 血 色素量は第 9 日頃迄 可

な りに減 少 し 
一方血清 ビ量は 第 9 日頃 よ り漸減 ・

を示 すは注目すべ き黜な b． 而 して兩曲線は第 3，

日頃交叉 し， 第 ］7 日頃再交文す．之等 を肉眼的黄

疸度 に 分類 せ る各雫均 曲線 の 比較 は， 黄疽強度な

る もの 程兩 曲線聞隔は接近 し， 絡 に 交 叉 し叉最初

の交叉 は早期 に廉 り且っ 再交 叉は邊 延 す る． 更 に

黄疸全經過觀察せ し各惆例 に就 きて も手 均曲線 に

於 け る もの と
一

致 せ り． 即ち肉眼的黄疸度に 分類

せ る爾曲線 の比較 に於 て も函者の 關係は 密接な る

もの と云 うを得 べ し，

　 （8 ）最後に 余 の成績に して最 も興昧あ bと思考

され得 る もの は 血清 ビ兩分劃に 於 け る域績 な り．

皀口ちア セ ト ン 法 に於け る 血清 ビ量測 定威績は血清

ビ全量 に して ， 更 に之を直接及び闇接の 爾分劃 を

行い 且 つ その經過 曲線を表示 し檢討せ しに ， 新塵兒

生理 的黄疸 に於 け る 血 清 ビ は直接 ビ を證明 し得 キ

して 總て 間接ビ のみ の結果を得 た り． 更に こ の 聞

接 ビ量を緤過 曲線と して衷示 せ しに ， 全甼均 曲線，

肉眼的黄疸度分類に よ る 各曲線竝 に黄疸全經過觀

察 し得た る各個例 に就 い て．も；總 て Osgood の 所

謂血行性黄疸の 時嬲 最度曲線 と概ね 詣 致 せ り．

　 交獻 に徴す る に　Hosel　 L
’
皿 w ．　N ．

・
J．　EtiSむin ．

anni2 ）等 （1937）は臍帶靜脈 よ りビ リ ル ビ ン 注射 を
引

行 い ， 薪産兒肝の ビ排泄能力 を檢査 せ L，ll， 機能

低下 に非ず して 寧ろ機能亢進を認め ， 生下時に於・

け る肝機能 未完成は原因に 非ず と して 肝性読 に反

駁せ り． 一方肝機能排泄障碍を して本症 の本態 と

す る も の に中村 ，
Muhlfoch ，

　 Hofmeier
，
　 Silber．

malm ，
　Heimanxn，　CaLhala　w ．　Duanay ，　Maliuoa ♪

1）esare
，
　G ，　Alfred，　Volhard， 近 寺は S．　G ，　Ro −

rs
エ3）

，
　．
’r，R ．　Waugh ，　H ，T，　 Mallory （1937），　 G ．

1，．1｛紐lezl4）（ヱ937），
．　P ．　 Eschi5）（19t1 ）等 が あ り・

肝排泄機能障碍 に よ る 生理的停滯 性黄疸 な りと主

張せ b．中村は糞 便中の瞻赤素の淌長 よ り，
S皿 e −

llin9 は組織檢査 に よ り夫 々 肝性読 を支持せ り・

　 以上の 所見 よ b次 の結論 を下 し得 る．

　 （1 ）新産兒は 大 多數 に於 て先 笈性ビ血増 多症 と

云 うを得 べ し．．

　　（2 ）臍血 と娩出直後の薪塵兒足蹠血 と の ビ量 ぽ

∫

＿＿二＿ ＿＿〜 瓢 認 毒e
蠢纛譲 騾 二腰 無 無 潔 潔 隷
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・ 等値 か或 は 稍 上後者に 多 き傾 向を認 むる もその差　　血行性黄疸の時間強度曲線と一致 し， 血清 ビ量溝
毛

　　　　 は 僅少 蒸り．　　 一

　　　　　 （3 ）血 清 ビ量の 極期 は第 3H 最　V多く， 而 して

　　　　 黄疸強障な る、もの程時期稍 上遲き傾向あ り．

　　　　　 （4 ）肉眼 的黄疸凌と血清 ビ 量 とめ蘭係は大凡一

　　　　 致せ る も， 個 々 の例 に 就い て は 必 す しも兩者一致

　　　　せ ぎる ことあ り． 又皮膚黄疸舐現閾 も成 天と異な

　　　　 、b高偉を示 す もの 多數あ b しは 注 目すべ き點 に し ．

　　　　 て ， 薪産皃皮膚の特異性 に就 き更に追求 を要 する

　　　　 もの と認む，　 ．　　
． ・

　　 　　　　 ・

　　　　晶飜黥礪繍器爨。贈
d

o ．
　　　 （6 ）血色素量淆長の時間曲線は黄疽程度に よ り

　　　　 可 な りの差異を認めた り．

逆　　　．　 （7）血 中ビ量滔長と血色素量稍長 と の 曲線比較

　　 ・　 は爾者密接な る關係を得 た り．

　　　　　 （8　）一最 も顯 著な りし成績 は新 産兒生理 的黄疸に

　　　　 於け る血清 ビ は 總て 間接 ビ の み を證明 し得た り．

　　　 ，且 つ 之れの經過曲線は OsgQod の 所謂血行性黄疽

　　　　の 時闇強度曲線と全 く
’一致 せ り．．

　　　　　（q・）血済 ビ の瑣長曲繍 唹 て は O ・g・ ・d の 所謂

　長 と血 色素量淌長 と の 比 較曲線 に 於 て も亦 ，・則 ご

　分劃定量法 に より血清 ビ は總 て簡接 ビ の み な る事

　實 よ り
・
して ， 本症の 本態は溶血性 な りと蜥言す る

’

．を得 べ し
　　　　　　　　　　　　 十
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